
トランプ政権のベネズエラ侵略反対！
－高市政権は加担するな！－ 

ＺＥＮＫＯ（平和と民主主義をめざす全国交歓会） 

 

トランプのベネズエラ侵略・狙いは石油資源 
１月３日、トランプ米国大統領の命令により米軍がベ

ネズエラに侵攻し、首都カラカスをはじめ各地に大規模

な軍事攻撃を行いました。ベネズエラ側の死者は４０人

以上と報道されました。米軍の特殊部隊はマドゥロ大統

領夫妻を拘束・拉致し、ニューヨークに連行しました。

「麻薬密売容疑」で裁判にかけるとしています。 

 私たちは、あらゆる国際法にも米国内法にも違反する

トランプ政権のベネズエラに対する帝国主義的な軍事侵

略を糾弾します。そして、米軍の即時停戦・撤退を要求

します。 

米軍は、ここ数か月、「麻薬密輸船」阻止の名目でベネ

ズエラの民間船を攻撃し、１１７人以上を殺害しまし

た。近海には米海軍の空母を展開しています。 

トランプによるこの侵略戦争は、麻薬取引とは何の関

係もありません。ベネズエラ政府の高官が「麻薬テロリ

スト」であるという明確な証拠さえ出されていません。 

トランプは「世界最大の米石油大手にベネズエラに入

ってもらう」「賢明な政権移行完了まで、我々がベネズエ

ラを管理する」と言明しました。世界有数の埋蔵石油量

を持つベネズエラの石油資源を米国グローバル資本が奪

い取るために、傀儡政権の樹立を狙っていいるのです。 

しかし、ベネズエラの社会と政治の行方を決めること

ができるのはベネズエラ市民だけです。ベネズエラでは

市民も政府もトランプ政権の無法な侵略を許さず抗議の

声を上げていまする。 

世界の市民と共に戦争を止めよう！ 
米国ではＤＳＡ（アメリカ民主主義的社会主義者）が

「トランプによるベネズエラへの違法な戦争」に反対す

る反戦行動を呼びかけています。１月１日に就任したＤ

ＳＡに所属する社会主義者ゾーラン・マムダニ・ニュー

ヨーク市長はトランプに直接電話をかけてベネズエラへ

の攻撃に抗議しました。米国の女性反戦団体ＣＯＤＥＰ

ＩＮＫはベネズエラ侵略反対の抗議行動に立ち上がって

います。イギリスでも、フランスでも、中南米でも、世

界中でベネズエラ侵略に抗

議するデモ、集会が広がっ

ています。 

日本の高市政権は多数の

市民を殺害する侵略戦争を

目の前にしながら、支持・

不支持の態度を明らかにし

ようとしません（１月４日

現在）。反対しないことで

実際には容認・加担してい

ます。 

トランプ政権の対ベネズ

エラ侵略戦争に反対し、大統領夫妻を釈放・帰還させま

しょう。高市政権の侵略戦争加担を許さないために、全

国で抗議行動を起こしましょう。米国大使館・領事館と

日本政府への抗議を集中しましょう。 

 

ベネズエラへの戦争にNO！１月３日ニューヨーク 

DSAの反戦ポスター 


